
平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日
提
出

質

問

第

四

一

号

二
〇
二
〇
年
度
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
黒
字
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

逢

坂

誠

二
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二
〇
二
〇
年
度
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
黒
字
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書

内
閣
府
は
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
「
中
長
期
の
経
済
財
政
に
関
す
る

試
算
」
（
以
下
、
「
試
算
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
た
。

そ
の
中
で
、
中
長
期
的
に
実
質
二
％
、
名
目
三
％
以
上
と
い
う
高
い
成
長
率
を
前
提
と
し
た
「
経
済
再
生
ケ
ー
ス
」
と
、
実

質
一
％
弱
、
名
目
一
％
半
ば
程
度
を
前
提
に
し
た
「
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
ケ
ー
ス
」
の
両
方
の
試
算
を
行
っ
て
い
る
。

二
〇
二
〇
年
度
の
基
礎
的
財
政
収
支
（
Ｐ
Ｂ
）
に
つ
い
て
は
、
昨
年
七
月
の
前
回
試
算
に
お
け
る
「
経
済
再
生
ケ
ー
ス
」
で

は
、
赤
字
幅
は
五
・
五
兆
円
程
度
の
見
通
し
だ
っ
た
が
、
今
回
八
・
三
兆
円
程
度
に
拡
大
し
、
「
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
ケ
ー
ス
」
で

は
前
回
の
九
・
二
兆
円
程
度
か
ら
十
一
・
三
兆
円
程
度
に
拡
大
と
な
っ
た
。

ま
た
二
〇
一
八
年
度
に
つ
い
て
は
、
「
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」
に
お
い
て
「
中
間
評
価
」
を
行
い
、
Ｐ
Ｂ
赤
字
の
対
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
一
％
程
度
を
目
安
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
「
消
費
税
率
の
再
引
上

げ
を
二
〇
一
九
年
十
月
に
延
期
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
中
間
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
こ
う
し
た
影
響
を
踏
ま
え
る
必

要
が
あ
る
」
と
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
試
算
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



一

中
長
期
的
に
実
質
二
％
、
名
目
三
％
以
上
と
い
う
高
い
成
長
率
を
前
提
と
し
た
「
経
済
再
生
ケ
ー
ス
」
と
、
実
質
一
％

弱
、
名
目
一
％
半
ば
程
度
を
前
提
に
し
た
「
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
ケ
ー
ス
」
の
両
方
で
試
算
し
て
い
る
が
、
こ
の
経
済
成
長
の
設

定
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
の
か
。
特
に
経
済
再
生
ケ
ー
ス
の
成
長
率
は
高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ

た
い
。

二

二
〇
一
八
年
度
の
中
間
評
価
に
関
し
、
消
費
税
率
の
再
引
き
上
げ
を
二
〇
一
九
年
十
月
に
延
期
す
る
と
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
こ
う
し
た
影
響
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
消
費
税
の
再
引
き
上
げ
延
期
決
定
は
二
〇
一
六
年
六
月

で
あ
り
、
な
ぜ
今
に
な
っ
て
消
費
税
の
再
引
き
上
げ
延
期
の
影
響
を
踏
ま
え
る
必
要
が
発
生
し
た
の
か
。
本
来
で
あ
れ
ば
、

消
費
税
再
引
き
上
げ
延
期
を
決
定
し
た
二
〇
一
六
年
六
月
の
時
点
で
、
そ
の
影
響
を
踏
ま
え
る
こ
と
を
念
頭
に
置
く
べ
き
で

あ
ろ
う
し
、
少
な
く
と
も
昨
年
七
月
の
前
回
試
算
時
に
中
間
評
価
へ
の
影
響
に
つ
い
て
言
及
す
べ
き
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
時
点
で
中
間
評
価
へ
の
影
響
に
言
及
し
な
か
っ
た
理
由
は
な
に
か
。
そ
の
時
点
で
は
、
消
費
税
再
引
き
上
げ
の
影

響
が
中
間
評
価
に
は
及
ば
な
い
と
判
断
し
、
そ
の
後
の
事
情
の
変
化
に
よ
り
、
影
響
が
及
ぶ
と
判
断
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
事
情
の
変
化
は
何
か
。
こ
れ
ら
の
諸
点
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

「
経
済
再
生
ケ
ー
ス
」
に
お
い
て
公
債
等
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
二
〇
一
七
年
度
か
ら
二
〇
二
五
年
度
に
か
け
て
低
下

二



し
て
い
く
が
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

二
〇
二
三
年
度
以
降
は
長
期
金
利
が
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
上
回
り
、
低
金
利
で
発
行
し
た
既
発
債
の
よ
り
高
い
金
利
に

よ
る
借
り
換
え
が
進
ん
で
い
く
た
め
「
留
意
が
必
要
」
だ
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
二
〇
二
六
年
度
以
降
は
公
債
等
残
高

の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
上
昇
傾
向
に
転
じ
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

試
算
で
は
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
、
二
〇
二
〇
年
度
に
六
百
兆
円
、
二
〇
二
四
年
度
に
七
百
兆
円
に
拡
大
す
る
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

六

政
府
は
二
〇
二
〇
年
度
に
Ｐ
Ｂ
を
黒
字
に
す
る
と
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
国
際
社
会
に
も
公
約
し
た
も
の
と

理
解
し
て
良
い
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

七

政
府
は
二
〇
一
八
年
度
に
行
う
予
定
の
財
政
状
況
の
中
間
評
価
で
は
、
二
〇
一
八
年
度
時
点
で
赤
字
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
％
程

度
に
抑
え
る
「
目
安
」
を
設
け
て
い
る
が
、
試
算
は
二
〇
一
八
年
度
の
赤
字
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
・
四
％
ま
で
し
か
縮
小
し
な
い

と
予
測
し
て
い
る
。
こ
れ
は
事
実
上
、
「
目
安
」
が
達
成
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
認
識
で
良
い
か
。

ま
た
、
こ
の
「
目
安
」
が
達
成
で
き
な
い
こ
と
を
政
府
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

八

試
算
に
よ
れ
ば
、
経
済
再
生
ケ
ー
ス
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
ケ
ー
ス
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
収
支
改
善
が
遅
れ
る
こ
と
が
明
ら

三



か
に
な
り
、
二
〇
二
〇
年
度
の
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
は
難
し
い
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
政
府
の
見
解
を

示
さ
れ
た
い
。

九

安
倍
総
理
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
日
の
施
政
方
針
演
説
で
は
、
二
〇
二
〇
年
度
の
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
に

触
れ
な
か
っ
た
が
、
も
は
や
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
は
重
要
と
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

十

試
算
で
言
及
さ
れ
て
い
る
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
規
模
、
二
〇
二
〇
年
度
の
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
目
標
、
債
務
残
高
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
、
こ
れ
ら
の
う
ち
現
時
点
で
政
府
が
特
に
目
標
達
成
が
必
要
だ
と
考
え
る
も
の
は
何
か
。
そ
の
優
先
順
位
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

十
一

名
目
成
長
率
が
一
％
台
半
ば
、
実
質
成
長
率
が
一
％
弱
と
い
う
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
ケ
ー
ス
だ
と
、
基
礎
的
財
政
収
支
は
黒

字
に
な
ら
ず
、
二
〇
二
〇
年
度
以
降
も
再
び
悪
化
す
る
と
い
う
予
測
が
示
さ
れ
て
い
る
。
債
務
残
高
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
も
上
昇
が
続

く
が
、
政
府
は
こ
う
し
た
状
況
も
あ
り
得
る
と
判
断
し
て
い
る
の
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


